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「新聞用もんだい」のこたえはコレ！　１ ×　2  ○　3  ○　4 ×　5  ○　6 ×　7  ○　8  ○　9  ○　10×　11○　12×

ジュースとまちがえて、お酒
さけ

を飲んじゃう

子どもがいるんだって！ 子どもにとって、お

酒は毒
どく

といっしょ。ぜったいに飲まないよ

うにしよう。おいしそうなフルーツ

の絵
え

がカンにかいてあるフルーツ

味
あじ

のお酒もあるから気をつけて！カ

ンのどこかに「お酒」と書
か

いてない

か、探
さが

してから飲むようにしよう！

夏といえば花
は な び

火だ。いろいろな花火があ

って楽
たの

しいけど、きれいな花火は全
ぜ ん ぶ

部あつ

い火のかたまり。体や服
ふく

についたらやけど

をするので、人に向
む

けたり、投
な

げたりしては

ダメ。水が入ったバケツを用
よ う い

意して、かなら

ず大人といっしょにやろう。

安全に食べて暮らしていくために、みんなに知って ほしいのはこんなこと！

保護者の皆様へ

食
しょくちゅうどく

中毒はどうしておこるの？ 手
て

をあらうことが予
よ ぼ う

防の第
だ い い っ ぽ

一歩！

食
しょくちゅうどく

中毒 は１年で 1000 件
けん

以
いじょう

上もおき、2

万
まんにん

人も体
からだ

のぐあいがわるくなっているんだ。

食中毒にはいろいろあって、おこすもとと

なるものがたくさんあるんだよ。食中毒の

多
おお

くは菌
きん

というとても小
ちい

さな生
せいぶつ

物がおこす

んだ。菌がおこす食中毒は、その菌自
じ た い

体や

菌が出した毒
どく

が体に入
はい

ることが原
げんいん

因でおこ

るんだ。気
き お ん

温が高くなると菌が育
そだ

ちやすく

なって増えるから、菌による食中毒になる人

が多くなるのは５月から10 月なんだ。

冬
ふゆ

も菌より小さい

ウイルスが増
ふ

えやす

くなるから注
ちゅうい

意して

ね。

ばい菌はみのまわりにたくさんいるんだ。

食中毒は手
て

についたばい菌が食
た

べものとい

っしょに体に入ることでおこってしまうもの

なんだ。だから手をあらうことは、かんた

んで効
こ う か

果のある食中毒の予
よ ぼ う

防方
ほうほう

法だ。

■手あらいはこんなに効果バツグン

石
せっ

けんを使って流
なが

れる水で手をあらった

ら、15 秒
びょう
あらうと10分

ぶん
の1、30 秒あらう

と100 分の1に、手のひらの菌がへるとい

う実
じっけんけっか

験結果もあるよ！

■こんなときには手をあらおう！

トイレのあと、家に帰
かえ

ったとき、あそん

だあと、ペットにさわったあと、人が多いと

ころに行ったあと、ごはんやおやつのまえ

にはかならずしっかり手をあらおう。

　どんなに清潔に作られた食品でも、病気の原因になる菌やウイルス（病原性微生
物）などが手に付いていては、食品を食べるときに口から体内に入って食中毒をお
こす可能性があります。見た目で汚れていなくても、手には目に見えない病原性微
生物が付いている可能性があります。料理や食事をする前に必ず手を洗うことで、
手に付いている病原性微生物を洗い流し、食中毒の可能性を減らしましょう。

手
て

をキレイにあらおう

保護者の皆様へ

食
た

べものの「安
あんぜん

全」ってなに？ 天
てんねん

然の食
た

べものなら安
あんぜん

全なの？

食
た

べものを食べて、おなかがいたくなっ

たりぐあいが悪
わる

くなることはない？　食べ

もので体
からだ

のぐあいが悪くなったりしないよう

にするのが、食べものの「安
あんぜん

全」を守
まも

ると

いうことだ。でも「どんなときでもぜったい

安全」という食べものはないんだ。どんな

食べものも、食べ方
かた

をまちがえたり、食べ

過ぎたりすると、体のぐあいが悪くなること

があるんだよ。

農
の う か

家の人たち、食
しょくひんがいしゃ

品会社の人たちなどが

力
ちから

をあわせて、「安全」に食べることができ

る食べものを作っているから、みんなも、

おうちで正
ただ

しく扱
あつか

って、いろいろな食べも

のをバランスよく食べるようにしよう。

食べものに入っている天
てんねん

然

の毒
どく

を知
し

って、気をつけよう！

■正しい調
ちょうりほうほう
理方法を守

まも
ろう

ジャガイモは芽
め

が出ている部
ぶ ぶ ん

分やみどり

色
いろ

の部分にはたくさん食べるとおなかをこわ

す毒があるよ。芽やみどり色の部分があった

ら、まわりを多
おお

めに取
と

りのぞいて調理してね。

■食べられるものとそっくりさん

食べても安全なキノコや野
や さ い

菜とそっくり

で、大
お と な

人でもまちがえてしまう毒をもったあ

ぶないキノコや植
しょくぶつ

物があ

るよ！　知らないキノコや

草
くさ

は、食べられそうに見
み

え

ても、絶
ぜったい

対にとったり、口
くち

にいれたりしちゃダメだよ。

　食品には、菌やウイルス、重金属、カビ毒、農薬や食品添加物など天然や人工の様々な危害要
因が含まれます。食べたものは全て、量によっては人体に害を及ぼすことがあるので、リスクを
ゼロにはできません。食品の安全性確保には、①危害要因をどれだけ食べるとどの程度健康に影
響があるかを科学的に評価、②摂取量を影響が出ない量以下に管理してリスクを低減するための
適切な政策・措置を行っています。

食
た

べものの「安
あ ん ぜ ん

全」について学
ま な

ぼう 身
み

のまわりの製
せ い ひ ん

品を安
あ ん ぜ ん

全に使
つ か

おう

こんなことアブナイカモ

保護者の皆様へ

●手
て
をしっかりあらう　手にはいろいろな

ばい菌
きん

がついている。食
しょくちゅうどく

中毒のもとになる

ばい菌を食
た

べものにつけないように、手を

あらおう。

●食べものもしっかりあらう　野
や さ い

菜や魚
さかな

、

貝
かい

なども水
すいどうすい

道水などのせいけつな水
みず

でしっ

かりあらおう。

●使
つか
った道

ど う ぐ
具もしっかりあらう　なまの肉

にく

や魚を切
き

った包
ほうちょう

丁やまな板
いた

は洗
せんざい

剤できれい

にあらおう。

●すぐに冷
れいぞうこ
蔵庫、冷

れいとうこ
凍庫にしまおう　ばい菌

はあたたかくてジメジメしてくると、どんどん

増
ふ

え、低
ひく

い温
お ん ど

度になると増えなくなるんだ。

食べものについたばい菌を増やさないため

には、早
はや

く冷蔵庫に入れることが重
じゅうよう

要だね。

●すぐに食べよう　冷蔵庫に入れても、ば

い菌はゆっくり増えるから、安
あんしん

心しないで、

早めに食べてね。

●しっかり火を通そう　ほとんどのばい菌

は熱
ねつ

に弱
よわ

いよ。とくに肉は中
なか

が茶
ちゃいろ

色にかわ

るまで火
ひ

をとおして。

●はしやトングはなまと焼
や
けた肉でわけよ

う　焼
やきにく

肉のときは、なまの肉と焼けた肉で

はしやトングをわけてね。

①ばい菌
きん

を「つけない」

③ばい菌
きん

を「やっつける」

②ばい菌
きん

を「増やさない」

　食品の購入から食べるまで家でできる食中毒を防ぐ６つのポイントがあります。①買い物／消費
期限を確認。肉や魚は他の食品と分けてビニール袋に。②保存／冷蔵・冷凍の必要な食品はすぐ冷
蔵庫や冷凍庫に。③下準備／包丁やまな板は肉、魚、野菜と別々に。④調理／肉や魚は中心部の色
が変わるまで加熱。⑤食事／清潔な食器を使う。長時間、室温に放置しない。⑥後片付け／使った
食器はすぐに洗う。すぐに食べないものは清潔な容器に保存。温め直しも十分加熱。時間が経った
ものは食べない。

３つの決
き

まりを守
ま も

って食
しょくちゅうどく

中毒を防
ふ せ

ごう

保護者の皆様へ

食
た

べものの中
なか

の放
ほうしゃせい

射性物
ぶっしつ

質の量
りょう

は？ 検
け ん さ

査はどうやってするの？
食
しょくひんちゅう

品中の放
ほ う し ゃ せ い

射性物
ぶ っ し つ

質について知
し

ろう

放
ほうしゃせん

射線は目に見えないけど、すごく高い

エネルギーをもっているんだ。放
ほうしゃのう

射能はこ

の放射線を出す力。この力をもったものが

放
ほうしゃせい

射性物
ぶっしつ

質だ。じつは食べものにはもとも

と自然の放射性物質が入っていて、だれで

も昔から弱い放射線を受けているんだ。

食べものにはどのくらいの放射性物質が

入っているんだろう。自
し ぜ ん

然に受けている放

射線は１年で１ミリシーベルトくらいだ。

日本のお店で売っている食べものや飲みも

のは、そこから出る放射線で体のぐあいが

悪
わる

くならないように、自然の放射線以
い が い

外に

人
じんこう

工の放射線が１年で 1ミリシーベルトを

こえないとルールで決められているんだよ。

日本中で食べものの人工の放射性物質の

検
け ん さ

査をしているけど、東
とうほく

北や関
かんとう

東などでは、

特に検査をしているんだ。いままで検査し

てきた結
け っ か

果をよくしらべて、ルールが守
まも

られ

ていなかった食べものの種
しゅるい

類や作った場
ば し ょ

所

は、とくにしっかりしらべているよ。

いまでは、食べもののなかの人工の放射

性物質はへっていて、人が作ったり育
そだ

てたり

している食べものは、ほとんどルールが守

られているよ。お店で売られている食べも

のを買
か

ってしらべたら、そこから１年に受け

る人工の放射線はほんのちょっと。１ミリシ

ーベルトの 100 分の 1 の 0.01ミリシーベ

ルトよりもずっと少
すく

なかったんだ。

　2011年3月、東京電力福島第一原子力発電所の事故により不安を感じた方もい
らっしゃると思います。5年以上が経過し、現在では生産者、関係者の努力等に
より、食品中の放射性物質は低減され、流通している食品は安全なレベルが保た
れています。食品中の放射性物質の基準値の意味や基準値が守られていることを
確認する検査、各種調査結果の正確な情報に触れてほしいと思います。

おうちに貼
は

って、家
か ぞ く

族みんなで聞
き

いて・話
はな

して・考
かんが

えてみてね。

ドライヤーのコードに注
ちゅうい

意！ たこ足
あし

配
はいせん

線に気
き

をつけて！

ヘアドライヤーを使
つか

っているときやしまう

ときに、コードの根
ね も と

元をなんども曲
ま

げたり

引
ひ

っぱったりすると、コードの中
なか

の線
せん

が切
き

れ

て火
ひ ば な

花が出
で

ることがあるよ。

電
でんげん

源コードは２本
ほん

の電
でんせん

線でできている。

この２本の電線の銅
どうせん

線同
ど う し

士が直
ちょくせつ

接ふれてし

まうと、瞬
しゅんかんてき

間的に大
おお

きな電
でんりゅう

流が流
なが

れて火花

が出るんだよ（これをショートという）。コ

ードはまきつけずにしまおう。使うときも

コードをかならず伸
の

ばして使おう。

ほかの電
で ん き

気製
せいひん

品でも事
じ こ

故は起
お

きている

よ。同
おな

じように気
き

をつけてね。

テーブルタップに流せる電気の量
りょう

は決ま

っている。いくつもの電気製品をつなげる

とオーバーしてしまうことがあるよ。オーバ

ーすると、コードやテーブルタップが熱
あつ

くな

り、火がでることもあるんだ。

テーブルタップや延
えんちょう

長コードを使うとき

は、表
ひょうじ

示されている電気の量を守ろう！

■こんな使い方にも注意

プラグをコンセントから抜
ぬ

くときは、コー

ドをむりに引っぱらないで。プ

ラグ部
ぶぶん

分を持
も

って抜こう。

またコードの上にものをお

かない、コードをたばねたま

まにしないよう注意しよう。

　私たちの生活を豊かに、便利にしているさまざまな製品。しかし、そうした身近な製品の中には、
「製品事故」という危険が潜んでいます。事故は、製品の設計ミスや製造不良など製品そのものが
原因で発生するだけでなく、使用者の誤った使い方や不注意などによっても多く発生しています。
身近な製品に潜む危険を知り、安全に正しく使いましょう。取扱説明書や注意表示・警告表示を
見直してみましょう。

熱
ねっちゅうしょう

中症を防
ふせ

いで元
げ ん き

気に遊
あそ

ぼう！ ジュースかお酒
さけ

かよくたしかめよう！

花
はなび

火でやけどをしないよう気
き

をつけよう！

夏
なつ

、あついときに体
からだ

の調
ちょうし

子が悪
わる

くなって

きたら、「熱
ねっちゅうしょう

中症」かもしれないよ。子ども

のみんなは熱中症になりやすいから、こん

なことに気をつけよう。

・外
そと

で遊
あそ

ぶときは、こまめに水を飲
の

んで休
きゅう

けいしながら遊ぼう！ 

・すずしい格
かっこう

好をして、帽
ぼ う し

子も忘
わす

れないよう

にしよう！ 

・まいにち栄
えいよう

養のあるごはんを食
た

べ、スポー

ツや体をうごかす遊びをして、あつさに負
ま

けない体
たいりょく

力をつけよう！ 

　１～ 14歳の子どもの死因の上位に「不慮の事故」があります。長年にわたりこの傾向は変わっ
ていません。このような現状を踏まえ、消費者庁では、消費者の立場に立って子どもを不慮の事故
から守るため、「子どもを事故から守る！プロジェクト」を推進しています。消費者庁に集約され
る事故情報等の分析を基にした注意喚起や先進事例・教材の紹介等、様々な情報を提供しています。

安全に食べるために 安全に暮らすために

子どもを事故から守る！プロジェクトシンボルキャラクター

あんぜん た くら しあんぜん た くら し


